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: は じ が き

高度な赤さび病抵抗性コムギ系統を育成するためには,

異種属植物の抵抗性遺伝子を栽培コムギにとりこむ必要が

ある。米国で育成されたAglusは コムギとカモジグサ(A
elongatum)と の交雑後代から選抜され,赤さび病抵抗性

遺伝子Lr 19を もつ 1対 のカモジグサ染色体がコムギの 7

D染色体と置換 した系統であり,我が国に分布する赤さび

病菌レースにも高度な抵抗性を示 して注目された。

そこで,Agrusが もつ 1対のカモジグサ染色体を日本コ

ムギの 2品種 (ア オパコムギ,ミ ヤギノコムギ )置換 した

系統を選抜 (百足ら
2))し

,更に両置換型系統間の交配を

進め赤さび病抵抗性系統 (AS-4,AS-5と 仮称 )を育

成 したが,粉色が黄味をもつ特徴を示したので,その育成

経過と特性の概要を報告する。

2育 成 経 過

系統育成の第 1段階として,日本コムギ 2品種とAgrus

を交配 し,連続戻交雑,赤 さび病抵抗性幼苗検定,世代促

進操作及び染色体調査により,アオバコムギとミヤギノコ

ムギを背景とするカモジグサ染色体置換型コムギ系統を選

抜した。

交配親のAgrusは極長繹 (拝長 130"),極 晩生 (出穂

期はアオバコムギより20日 もおそい)の特徴をもつが,上

記の置換型 2系統は日本品種並の特性を示 した。

育成第 1段瘤 (百足ら 19,5) 育成第 2■ 鮨

の交配を1976年に行った。Fl養成後,F2~F3世代は温室

内でプラントベットに栽培し集団育種 (栽植個体数 :F2は

554,F3は 560)で世代促進をはかった。F4世代では,集

団採種 した900粒を本圃の普通畦に ドリル播き様式で栽培

し,80穂を選抜した。F6世代以降は系統法をとり,F7世

代で特性の良好な 2系統 (群 )に便宜的な系統番号 (AS―

4,AS-5)をつけ,1982～ 83年度のF8～ F9世代で生検

予備試験を行うとともに粉色特性を調査 した。

3 置換型系統,AS-4及 びAS-5の さび病

抵抗性その他の諸特性及び収量性

北日本に分布する強病原性の赤きび病菌レース6A(D
78), 37B(E91),21B(P196)に よる幼苗接種検定

の結果を表 1に示 した。交配親のAgusは 3レースにすべ

てR反応を示 し, 日本品種はアオバコムギがレース37Bに

X反応である外はすべてS反応であったが, AS-4及 び

AS-51ま Agnts同様の高度な抵抗性をあらわした。また,

育成圃場における成体の赤さび病自然感染調査ではF4以降 ,

各世代とも安定 して抵抗性反応を示した。

また,1982年 は小麦の生育後期に黒さび病が大発生 した

異常年であったが,Agntsと ともに育成両系統は黒さび病

にも抵抗性をあらわし注目された。

表 l AS系統の赤さび病抵抗性反応
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注 R:抵抗性

S:罹病性

X:R,S両 反応が同一葉に生ずる。

1982～ 83年度生検予備試験 (表 2～ 4)について出穂期

を対照のアオバ]ムギと比べるとAS-4は 同じ,AS-5
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2日 のおくれを示 し,ま た,稗長はアオバコムギの80“
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図 1 カモジグサ染色体置換型コムギ系統

(AS-4,AS-5)の 育成経過

アオバコムギとミヤギノコムギは粉の品質特性の良好な

品種であり,両品種の特性を組合せた赤さび病抵抗性コム

ギ系統の育成を企図し,第 2段階として,両置換型系統間
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表 2 生育・特性調査

表3 収量性調査
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るがAgrusが示す極長繹 ,極晩生の不良特性は改善されて

いる。AS-4は耐倒伏性に問題が残されているが, 収量

性 (ド リル播き, 45ノ , 2区制 )ではアオバコムギ (300

″/102)に比べAS-4及びAS-5は 10α 当たり535″

と449″を示し,収量比は 178%と 150%の結果が得 られ

た。また,ナ ンプコムギとの対比でもAS-4は 108%を示

した。 2か年の収量性比較で結論は得られないが,カ モジ

グサ染色体が 1対置換されても収量性に悪影響を及ぼすこ

とはないと見なされる。

穀粒の外観品質はアオバコムギに比し, AS-4はやや

見劣りするが,AS-5は同等であった。 特に反射率の測

定により粉色比較を行ったところ,胚乳色素による色づき

(D455~D5・・4)は アオバコムギの 0084に 対 し, 0172と

0179を示 し,ア オバコムギの自色粉に対し明瞭な黄色性

が注目された。これはフラボン系色素カラ く含まれている

結果であり,米国やカナダでもAgrttsの 赤さび病抵抗性を

とりこんだコムギ品種・系統について黄色粉は製パン上,

不良特性 と評価 し,自色粉への突然変異を誘発するなどの

育種研究を行っている
1)。

しかし,日本では製めん性から

すると黄色粉は不良特性と見なすよりは他品種には例の少

ない好特性ととらえ,そ の利用も考えられる。

そこで,中華めん製造に用いるかん水液 (2%)4 5CCを

表4 AS系統の製粉歩留と粉の反射率

讀 ミ製粉歩留
反 射 率

R*sr R5, ―D5x

AS-4
AS-5

63 7

64 0

458
448

67 9

67 5

0 172

0 179

Agrus
7i-l\l3+-

49 5

647

573

43 6

684

69 4

0 196

0084

粉 10夕 に添加 した生地をつくり発色試験を行ったところ,

AS系統の発色性は極めて良好であった。また,最近はう

どん類でも自然の黄色性が喜ばれており,AS系統の粉色

特性はむしろ特定の利用価値があると見なされる。

これらのAS系統の染色体構成を再同定 した結果,カモ

ジグサ染色体置換型であることが確認されている。当研究

室の任務とする中間母本育成の立場からすればAS系統を

他の育成研究室へ配布することは不適当であり,今後の具

体的利用をどのように進めるか宿題とされている。

4 ま  と  め

米国で育成されたコムギ系統,Agrusが もつ 1対のカモ

ジグサ染色体 (赤 さび病抵抗性遺伝子 ι″19担荷 )を ア

オバコムギとミヤギノコムギに置換 した系統を選抜 し,更
に両系統間の交雑を続けて高度な赤さび病抵抗性を示すA
S-4及びAS-5を育成 した。生検予備試験 (1982-83

年度 :ド リル播き )ではアオバコムギ対比でそれぞれ 178

%と 150%の収量性を示した。 AS系統はカモジグサ染色

体置換型のため中間母本としての利用は困難であるが,フ

ラボン系色素を多く含む黄色粉の特性をもち,製めん性か

らすれば特定の活用が考えられ,その検討が今後の宿題で

ある。
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注 製粉は,ブラベンダーテストミルを使用。


